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歴
史
の
中
の
学
員

　
「
反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
、
名
誉
都
民
、
文
化

勲
章
受
章
者
と
し
て
知
ら
れ
る
長
谷
川
如
是
閑
（
万
次
郎
）
が
、

本
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
法
学
院
の
邦
語
法
学
科
を
卒
業
し
た
の

は
、一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
七
月
、二
十
三
歳
の
時
で
あ
っ

た
。

　

本
学
と
の
関
係
は
八
九
年
、
英
吉
利
法
律
学
校
付
属
英
語
予
備

校
入
学
に
始
ま
る
。
同
校
が
間
も
な
く
廃
止
と
な
っ
た
た
め
、
東

京
英
語
学
校
へ
通
い
、
九
三
年
七
月
、
東
京
法
学
院
英
語
法
学
科

へ
入
学
し
た
。
し
か
し
家
業
の
破
産
や
病
気
療
養
な
ど
の
た
め
休

学
、
九
六
年
九
月
に
東
京
法
学
院
邦
語
法
学
科
二
年
級
に
編
入
し

直
し
た
。
如
是
閑
の
本
学
志
望
の
理
由
は
表
向
き
は
弁
護
士
を
目

指
し
て
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
父
親
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
、
本

人
は
新
聞
記
者
を
目
指
し
て
勉
強
し
て
い
た
。

　

卒
業
後
も
研
究
科
に
進
学
し
て
研
究
を
続
け
た
が
、
一
九
〇
三

年
、『
日
本
』の
記
者
と
な
る
。
彼
の『
あ
る
心
の
自
叙
伝
』に
は
、

「
法
学
院
時
代
」
の
章
が
あ
り
、
東
京
法
学
院
の
学
生
や
教
員
の

様
子
が
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
証
言
と
し
て
も

貴
重
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
大
阪
朝
日
新
聞
へ
入
社
し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運

動
を
先
導
す
る
が
、
新
聞
紙
法
違
反
に
問
わ
れ
た
筆
禍
事
件
（
白

虹
事
件
）
の
責
任
を
と
っ
て
退
社
し
た
。
こ
れ
以
後
は
雑
誌
『
我

等
』
や
『
批
判
』
な
ど
に
よ
り
、
国
家
主
義
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
鋭

く
批
判
し
、
戦
後
も
幅
広
い
言
論
活
動
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　

四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
民
主
的
思
想

の
普
及
に
貢
献
し
た
と
し
て
文
化
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、

五
四
年
に
は
東
京
都
名
誉
都
民
に
推
薦
さ
れ
た
。

　

如
是
閑
は
、
五
五
年
、
本
学
の
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
で
学

員
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
。
―
は
る
か
に
長
い
歴
史
を
持
つ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
と
比
べ
て
、
七
〇
年
位
は
甚
だ
短
く
、
子
供

が
十
歳
ま
で
生
き
た
と
い
っ
て
お
祝
い
す
る
の
と
同
じ
で
お
か

し
い
、
日
本
の
大
学
と
比
べ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
は
千
年
も
か

か
っ
て
で
き
た
伝
統
が
根
を
は
っ
て
い
る
。
独
自
の
伝
統
の
で
き

る
よ
う
に
、
学
生
自
身
が
自
ら
そ
う
い
う
伝
統
を
作
る
母
体
に
な

る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
学
生
が
自
治
的
に
学
校
の
伝
統
を
生

む
よ
う
な
心
と
行
動
を
培
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
説
く
内
容

で
あ
っ
た
。

　

本
学
は
創
立
百
周
年
に
際
し
、
こ
の
違
大
な
先
輩
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
を
記
念
し
て
長
谷
川
如
是
閑
賞
（
学
術
・
文
化
に
関
す
る
論

文
募
集
）
の
贈
呈
、『
長
谷
川
如
是
閑
―
人
・
時
代
・
思
想
と
著

作
目
録
―
』
の
刊
行
、「
明
治
・
大
正
・
昭
和
三
代
を
生
き
た
大

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
長
谷
川
如
是
閑
展
」
の
開
催
に
加
え
て
、「
連

続
公
開
講
演
会
・
長
谷
川
如
是
閑
」
な
ど
一
連
の
行
事
を
行
い
、

そ
の
業
績
を
顕
彰
し
た
。

　

彼
の
没
後
、
書
籍
、
版
権
、
文
化
勲
章
を
は
じ
め
多
く
の
関
係

資
料
が
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
異
色
な
物
が
一
つ
、
大

工
道
具
が
あ
る
。

　

如
是
閑
の
実
家
は
祖
父
の
代
ま
で
は
江
戸
城
の
城
大
工
の
棟
梁

の
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
書
斎
で
そ
の
大
工
道
具
を
使
い
手
仕
事
を

し
て
頭
を
休
め
た
と
い
う
。
そ
の
「
作
品
」
は
下
駄
箱
の
修
理
か

ら
テ
ー
ブ
ル
や
火
鉢
に
キ
ャ
ス
タ
ー
や
台
を
作
っ
て
移
動
し
や
す

く
し
た
り
、
火
鉢
の
有
毒
ガ
ス
を
避
け
る
た
め
に
煙
突
状
の
道
具

を
付
け
る
な
ど
、
工
夫
に
満
ち
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

　

彼
は
六
九
年
十
一
月
、
九
十
四
歳
の
誕
生
日
を
目
前
に
亡
く
な

る
が
、
解
剖
の
結
果
は
、「
ふ
と
い
血
管
に
は
だ
い
ぶ
ん
ア
カ
が

た
ま
っ
て
い
た
が
、
細
い
血
管
は
青
年
の
よ
う
に
き
れ
い
で
あ
っ

た
。
脳
ミ
ソ
は
案
外
軽
か
っ
た
が
脳
の
ヒ
ダ
は
非
常
に
深
か
っ

た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
大
工
仕
事
は
、
数
多
く
の
著
作
を
生
み

出
し
た
長
谷
川
如
是
閑
に
と
っ
て
、
潤
滑
油
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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